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市 章 

（平成１７年４月１日制定） 

 

 全体の形象は「たけた」の「た」をモチーフにしたものです。下部の円は、名水名湯を図

案化しつつ、地域の輪をイメージしています。そこから立ち上がる大小の丸と２本の線は、

未来へ伸び行く活力と協調を表現しています。 

 

  

市の花 

（平成１８年４月１日制定） 

 

みやまきりしま（ツツジ科・半常緑低木） 

 「ミヤマキリシマ」（ツツジ科・半常緑低木）は九州山頂帯固有の高山植物で花期は 6 月で

す。「阿蘇くじゅう国立公園」に分布し、大船山の群落は国の天然記念物に指定されています。

平成１７年１１月８日にラムサール条約に登録された「くじゅう坊ガツル湿原」から望む大

船山、平治岳一帯はピンク色に染まり、その景観のすばらしさは竹田市が世界に誇る自然の

宝です。 

 

  

市の木 

（平成１８年４月１日制定） 

 

もみじ（カエデ科・落葉高木） 

 「モミジ」（カエデ科・落葉高木）は市内全域に分布し、清流大野川の源流域にある白水の

滝周辺や、「岡城跡」をはじめ市内の公園や神社仏閣に自生しており、多くの市民に親しまれ

ています。晩秋の夜、２万本の竹灯籠による歴史の道界隈をライトアップする企画に「竹楽」

があります。多くの観光客が散策する中、「もみじ」の彩りは竹田の町によく似合い、幽玄の

世界に誘います。 

 

  

市の鳥 

（平成１８年４月１日制定） 

 

うぐいす（スズメ目・ウグイス科） 

 「ウグイス」（スズメ目・ウグイス科）は、竹田市内に数多く生息し、鳴き始める季節が早

春であることから「春告鳥（ハルツゲドリ）」の別名があります。その美しい鳴き声は多くの

市民に親しまれ、自然豊かな竹田市のイメージにふさわしい鳥です。 
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【 竹田市の概要 】 

 

■竹田市のあゆみ 

 竹田地方が縄文時代から開けていたことは、七ツ森古墳をはじめ、数多くの縄文式遺跡、

または弥生式遺跡から立証されている。景行天皇西征以降は、大和朝廷の政治文化の勢

力下にいり、大分国造（くにみやっこ）の下に「直入の県（あがた）」または「直入の

郡（こおり）」と呼ばれ、安閑天皇２年には我鹿屯舎（あじかのみやけ）が置かれた。 

 源頼朝が幕府を創設後、天弘元年（１３３１年）大友能直（豊前豊後の守護職で頼朝

の庶子）の支族志賀貞朝が入城し、以来１７代２６０年間この地方を支配した。 

 文禄３年（１５９４年）中川秀成が播州三木から岡城に移封し、これから明治２年藩

主中川久昭が藩籍を奉還するまで、１３代２７７年の間、中川氏が岡城を統治した。同

４年廃藩置県により岡県に変更、その後大分県に統轄されこの地域は、直入郡に編入さ

れた。 

 明治２２年の町村制の施行により、直入郡は１町１９村となった。以降、昭和の合併

により、竹田市（昭和２９年：１０町村合併）、荻町（昭和３０年：２村合併）、久住

町（昭和３０年：２町村合併）、直入町（昭和３０年：２町村合併）が発足した。 

  その後、それぞれが独立した自治体として健全な発展をめざしてきたが、21 世紀に入

り社会が大きく変動する中で、これまで独自の歩みを続けてきた４市町が一体化し、よ

り強固な社会基盤・行財政基盤を有する新たな地域として生まれかわるべく、合併協議

（平成 13 年４月「竹田直入地域広域行政研究協議会」・平成 14 年３月「竹田直入地域

市町合併任意協議会」・平成 15 年４月「竹田直入地域市町合併協議会」）を開始し、平

成１７年４月１日に１市３町の新設合併により現在の「竹田市」が発足した。  
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■竹田市の位置、地勢 

 竹田市は、大分県の西南部に位置し、総面積は 477 .7k㎡で、その 70.9％が森林原野で

占められており、熊本県と宮崎県に接している。周囲をくじゅう連山、阿蘇外輪山、祖

母傾連山など九州を代表する山々に囲まれ、大分県一の河川である大野川の源流を有し

ており、１日に数万トンの湧出量ともいわれる湧水群を誇る水と緑があふれる自然豊か

な地域である。山々から湧き出る豊かな名水は全国的にも知られ、下流域の多くの人々

の生活を支えている一方、市内各地に温泉を有し、近隣には別府・湯布院など全国的に

知名度の高い温泉地などをひかえている。本市では、こうした大自然の恵みを活かした

農業や観光が基幹産業となっている。 

  また、歴史的には奥豊後の中心地として栄え、政治や経済、文化、交通の要衝として

発展してきた。そのような時代を物語る岡城跡や武家屋敷等が、今も変わらぬ姿でたた

ずんでいる。 

  気候は、大分県の大部分が瀬戸内型気候に属しているといわれるものの、本市の地形

は起伏に富んでおり、山岳部、高原部、内陸部、盆地などの気候は定型的な気候区にあ

てはまらず、そのため、市内でも地域によって平均気温に差がある。降水量は、梅雨の

時期と台風の上陸が多い８月・９月に雨量が集中するという特徴がある。  

 

 



 - 3 - 

■人口構造 

 本市の人口は近年一貫して減少傾向にあり、令和２年国勢調査では２０，３３２人と、平成２年

からの３０年間で３７．３％の減少率を示している。また、少子高齢化が急速に進行し、６５歳以

上の高齢化率は４８．３％となっている。 

 産業別就業人口構成比の推移では、第１次産業就業者数は、平成２年からの３０年間で大幅に減

少しており、その構成比においても、令和２年で３１．２％となっている。一方、第３次産業就業

者の構成比については上昇を示している。 

 

 ◎人口・世帯数の推移 

 

 

 ◎産業分類別就業人口構成比の推移 資料：国勢調査 
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■財政（令和７年度は６月補正後の数値） 

１．会計別当初予算                              （単位：千円） 

会 計 区 分 令和８年度 

19,231,700 

76,329 

48,996 

3,621,310 

387,019 

3,835,446 

308,005 

116,059 

218,716 

345,257 

431,215 

9,388,352 

185,535 

182,255 

8,147 

91,072 

令和７年度 

 

比 較 

一 般 会 計 20,637,000 

 

22,090,873 

 

△1,453,873 

特 

別 

会 

計 

竹田市立こども診療所特別会計 105,389 105,512 

107974 

△123 

長湯温泉療養文化館特別会計 0 69,613 △69,613 

国民健康保険特別会計 3,037,884 3,183,060 △145,176 

後期高齢者医療特別会計 641,700 535,521 106,179 

介護保険特別会計 3,635,436 3,817,014 △181,578 

浄化槽整備推進事業特別会計 238,270 236,286 1,984 

国民宿舎久住高原荘事業特別会計 12,000 12,000 0 

水道事

業会計 

収益的収入 152,329 

 

157,822 

 

△5,493 

収益的支出 158,819 153,863 4,956 

資本的収入 145,735 86,885 58,850 

 資本的支出 189,664 138,131 51,533 

簡易水道

事業会計 

収益的収入 224,753 222,677   2,076 

収益的支出 230,458 228,566   1,892 

資本的収入 164,391 

 

98,961 

 

   65,430 

資本的支出 243,252 170,396   72,856 

農業集落

排水事業

会計 

収益的収入 126,499 129,480  △2,981 

収益的支出 94,415 97,861    △3,446 

資本的収入 49,450 51,472  △2,022 

資本的支出 101,947 101,014   933 

※長湯温泉療養文化館特別会計は令和８年度から廃止しております。 

２．一般会計当初予算 

（歳入）                                （単位：千円） 

款 令和８年度 令和７年度 比 較 

１  市税 2,087,624 2,063,334 24,290 

２  地方譲与税 365,000 370,741 △5,741 

３  利子割交付金 3,500 752 2,748 

４  配当割交付金 6,500 5,028 1,472 

５  株式等譲渡所得割交付金 9,000 8,163 837 

６  法人事業税交付金 43,000 41,758 1,242 

７  地方消費税交付金 625,000 526,958 98,042 

8  ゴルフ場利用税交付金 9,000 9,085 △85 

9  環境性能割交付金 1 30,895 △30,894 

10  地方特例交付金 48,500 7,287 41,213 

11  地方交付税 8,100,000 7,750,000 350,000 

12 

 

 交通安全対策特別交付金 2,500 3,946 1,446 

13  分担金及び負担金 145,416 238,717 △93,301 

14  使用料及び手数料 470,027 427,848 42,179 

15  国庫支出金 2,185,790 2,277,856 △92,066 

16  県支出金 2,184,638 3,088,129 △903,491 

17  財産収入 82,735 77,712 5,023 

18  寄附金 484,877 460,867 24,010 

19  繰入金 1,669,508 1,931,009 △261,501 
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20  繰越金 1 1 0 

21  諸収入 213,083 284,387 △71,304 

22  市債 1,901,300 2,486,400  △585,100 

合 計 20,637,000 22,090,873 △1,453,873 

 

（歳出）目的別                                 （単位：千円） 

款 令和８年度 令和７年度 比 較 

１  議会費 152,330 151,332 998 

２  総務費 3,578,612 3,536,127 42,485 

３  民生費 5,351,008 5,384,204 △33,196 

４  衛生費 1,799,942 2,234,770 △434,828 

５  労働費 24,893 21,453 3,440 

６  農林水産業費 2,558,353 2,704,730 △146,377 

７  商工費 500,194 397,569 102,625 

８  土木費 1,471,555 1,380,859 90,696 

９  消防費 794,683 1,031,265 △236,582 

10  教育費                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        1,839,853 1,895,902 △56,049 

11  災害復旧費 243,487 1,153,953 △910,466 

12  公債費 2,302,090 2,178,709 123,381 

13  予備費 20,000 20,000 0 

 合 計 20,637,000 22,090,873 △1,453,873 

（歳出）性質別                                 （単位：千円） 

区   分 令和８年度 令和７年度 比 較 

１  人件費 3,687,336 3,433,419 253,917 

２  物件費 4,465,111 4,467,705 △2,594 

３  維持補修費 170,365 199,802 △29,437 

４  扶助費 2,604,186 2,698,682 △94,496 

５  補助費等 1,965,454 2,086,624 △121,170 

６  公債費 2,302,090 2,178,709 123,381 

７  積立金 137,472 295,486 △158,014 

 ８  投資及び出資金 0 0 0 

９  貸付金 0 0 0 

10  繰出金 1,853,510 1,823,001 30,509 

11  前年度繰上げ充用金 0 0 0 

12  普通建設事業費 3,187,989 3,733,492 △545,503 

  補助事業費 975,951 737,853 238,098 

  単独事業費 2,212,038 2,995,639 △783,601 

13  災害復旧事業費 243,487 1,153,953 △910,466 

  補助事業費 215,000 1,102,599 △887,599 

  単独事業費 28,487 51,354 △22,867 

14  失業対策事業費 0 0 0 

15  予備費 20,000 20,000 0 

合 計 20,637,000 22,090,873 △1,453,873 
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【 議会の概要 】（令和８年４月１日現在） 

■任期 

   令和７年４月２４日～令和１１年４月２３日 

 

■議員数 

条例定数 １４人 （令和７年４月２４日から） 

現 員 数 １４人 【男 １０人・女 ４人】 

 

■会派別人員 

会派名 忠恕
ちゅうじょ

ユニット 創生
そうせい

会
かい

 前進
ぜんしん

の会
かい

 

人 員 ３人 ３人 ５人 

  ※無会派……３人 

 

■当選回数別議員数 （旧市町議歴を含む。） 

回数 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 

人員 ３人 ７人 １人 ２人 １人 

 

■年齢別議員                       

年齢別 39歳以下 40～49 50～59 60～69 70歳以上 平均年齢 

議員数 ０人 ０人 ３人 ５人 ６人 66.0歳 

 

■常任委員会 

委員会名 人員(定数) 所 管 事 項 

総務産建 ７人(７人) 

総務課、まち未来推進課、コミュニティ推進課、デジタル推進課、財政

課、税務課、会計課、公平委員会、監査委員、選挙管理委員会、固定資

産評価審査委員会、消防本部、農政課、畜産振興課、農林整備課、商工

振興課、観光プロモーション課、建設課、上下水道課及び農業委員会の

所管に属する事項並びに他の常任委員会の所管に属さない事項 

社会文教 ７人(７人) 
市民課、保険健康課、環境課、人権・部落差別解消推進課、福祉事務所、

保育所及び教育委員会の所管に属する事項 

            ※各支所については、関連する事項をそれぞれ所管する。 

■特別委員会 

委員会名 人員（定数） 付 託 案 件 備  考 

予 算 14 人（14 人） 一般会計・特別会計予算  

決 算 審 査 13 人（14 人） 一般会計・特別会計決算 議選の監査委員を除く全議員 

議会改革調査 6 人 議会改革について  
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■議会運営委員会  

委員会名 定数 協  議  事  項 

議 会 運 営 

委 員 会 

６人以内 

(現員４人) 
地方自治法第１０９条第３項に規定する事項 

                                   （各会派から選出） 

■議会政策協議会 

協議会名 会員数 協  議 ・ 調  整  事  項 

議 会 政 策 

協 議 会 
１２人 

地方自治法第１００条第１２項に規定する議案の審査又は議会の

運営に関する協議又は調整 

 

■市議会だより編集委員会 

委員会名 委員数 協  議  事  項 

市議会だより 

編集委員会 
  ６人 市議会だよりの発行に関する必要な事項の協議 

 

■議会運営 

項  目 内    容 

議 会 の 呼 称 暦年を単位とし「令和○年竹田市議会第○回定例会（臨時会）」と呼称する。 

議 席 市町合併前後通算当選回数順 

（同じ場合は年齢順に若番席から、議長は末尾の席） 

議 案 の 配 布 開会の１週間前（臨時会は、概ね３日前） 

議会運営委員会開催日 開会の概ね３日前（臨時会は招集日の２日前） 

請 願 、 陳 情 の 処 理 定例会の前に開催する議会運営委員会の前日 17 時までに受理したものを

付議。陳情のうち市外からのものは議運に取り扱いを諮り、郵送分は議長

預りとして処理 

議 案 等 の 審 議 各常任委員会へ付託。予算案及び決算は特別委員会を設置し付託 

一 般 質 問 通 告 期 限 定例会の前に開催する議会運営委員会の２日前の午後５時まで 

一 般 質 問 順 序 通告順 

一般質問時間、回数 答弁を除いて３０分、回数の制限なし（一問一答方式） 

代 表 質 問 会派の代表が年に１回行う。通告期限は議会運営委員会で決定。 

質問順序、質問時間・回数は一般質問と同じ 

関 連 質 問 当日の質問者が終了後、議長の許可を得て行う。 

質 疑 発言の通告なしで行う。同一議題について３回まで。自席で行う。 

緊 急 質 問 あらかじめ通知する議事日程事項としないで日程追加の扱いとする。 

議 会 報 たけた市議会だより発行内規による 

年４回発行（２月、５月、８月、１１月）、臨時号を発行する場合もある 

会 議 録 録音データの筆耕翻訳を業者に委託し印刷、市議会ホームページで公開 
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■本会議開催状況                （令和７年１月～令和７年１２月） 

回数 開会月日 区 分 会 期 会議日数 一般質問者数 傍聴者 

１ ２月 ３日  臨時会 1日間 １日 － 1人 

２ ２月 26日  定例会 21日間 ５日 一般質問 ８人 14人 

３ ５月 ９日  臨時会 1日間 １日 － 0人 

４ ６月 ２日  定例会 24日間 ５日 代表質問 ３人 

一般質問 ７人 

39人 

５ ９月 １日  定例会 31日間 ５日  一般質問 ７人 11人 

６ 12月 １日  定例会  19日間 ５日 一般質問 ７人 18人 

合    計   97日間 22日      32人 83人 

※傍聴者数は午前、午後の延べ人数であるため、重複計上を含む。 

 

■議案等の審議状況               （令和７年１月～令和７年１２月） 

区分 
市 長 提 出 議員又は委員会提出 

請願 陳情 計 
条例 予算 決算 報告 人事案件 その他 条例 意見書 決議 その他 

第１回臨時会  1           1 

第１回定例会 15 19   1 18 3      56 

第２回臨時会    3 2        5 

第２回定例会 12 8   6 2  2   2  32 

第３回定例会 7 6 11  3 3  1   1  32 

第４回定例会 15 13    13       41 

計 49 47 11 3 12 36 3 3 - - 3  167 

※継続審査した議案等については、重複して計上。 

※議員又は委員会提出の「条例」については、会議規則等の規則を含む。 

 

■委員会の開催状況               （令和７年１月～令和７年１２月） 

委 員 会 名 
会 議 

日 数 

審  査  件  数 
備考 

議案等 請願・陳情 合 計 

総務産建常任委員会（ 4.24～）  ５  ３９   ２  ４１  

総務常任委員会 (～ 4.23)  １  １３   ０  １３  

産 業 建 設 常 任 委 員 会 (～ 4 . 2 3 )  １   ９   ０   ９  

社 会 文 教 常 任 委 員 会  ５  １６   １  １７  

計 １２  ７７   ３  ８０  

予 算 特 別 委 員 会  ４  ３９   ０  ３９  

決 算 審 査 特 別 委 員 会  １  １１   ０  １１  

議会改革調査特別委員会  ８   ０   ０   ０  

計 １３  ５０   ０  ５０  

議 会 運 営 委 員 会 １１   ０   ０   ０  
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■議員報酬 

 報 酬 月 額 期末手当 

議長 副議長 議員 ６月 １２月 合計 

金額 402,000 円 362,000 円 340,000 円 175／100 175／100 350／100 

 

■費用弁償                            （単位：円） 

区 分 
車賃 

(1km 当) 

日     当 宿泊料金 

県内 

県    外 

県内 県外 九 州 内 
九州外 

日帰り 要宿泊 

金額(円) 37    0 1,400 2,800 2,800 9,500 13,000 

※本会議、委員会出席の場合、車賃のみ支給（片道２ｋｍ以上） 

 

■政務活動費 

年 額（円） 交 付 方 法 

180,000 円 
当該年度の４月１日に在職する議員に対し（改選期は５月１日）、上半期 

（４月）〔改選期は５月〕・下半期（１０月）に２等分して交付 

 

 

■議会事務局の構成 

 

         定数４人       現員４人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事係長 

（１） 

次長兼庶務係長 

（１） 

  

局 長 

（１） 

庶務係 

（１） 
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【その他】 

■姉妹都市、友好都市 

 

◎長野県中野市（旧竹田市）     昭和 42.1.18 音楽姉妹都市提携  

◎宮城県仙台市（旧竹田市）     昭和 42.1.18 音楽姉妹都市提携  

◎福岡県柳川市（旧竹田市）     昭和 57.4. 3 姉妹都市提携  

◎宮崎県延岡市（旧竹田市）     昭和 59.11.6 友好都市提携  

◎大分県佐伯市上浦（旧荻町）    平成 7.10.4 姉妹町提携  

◎大分県佐伯市米水津（旧久住町）昭和 63.11.19 姉妹町提携  

◎南米パラグァイ共和国サン・ロレンソ市（旧竹田市）  

                昭和 48.10.28 姉妹都市提携  

◎ドイツ連邦共和国バート・クロツィンゲン市（旧直入町）  

                 平成元.11.23 姉妹都市提携  

◎ドイツ連邦共和国バート・ナウハイム市（旧直入町）  

                 平成元.11.23 姉妹都市提携  

◎大阪府茨木市、兵庫県朝来市、養父市、岩手県平泉町  

平成 24.9.29歴史文化交流パートナーシップ提携 

◎大阪府茨木市          平成 25.11.16歴史文化姉妹都市提携  

◎台湾高雄市田寮区        平成 29.1.13観光文化友好交流都市提携  

 

 

■都市宣言 

 ◎ 暴 力 追 放 都 市 宣 言 平成１８年 ６月２７日 

    ◎ 非 核 平 和 都 市 宣 言 平成１８年１０月 １日
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